
後継者候補選定プロセス

1.あるべき後継者像
①「⽬指せ︕⽇本で⼀番『ありがとう』と⾔われる葬儀社」を熱く語る、
「志」追求型の⼈材であること

②指導者としての使命感やパッションを持ち、社⻑セミナーでティアイズムを伝える
ことが出来る⼈材であること

③コーポレートスローガンの体現者であり、「全国制覇」を委ねられる
⼈材であること

2.後継者候補の選抜
①後継者候補の対象︓社⻑として、明確なビジョンのもとに的確な打ち⼿を⽰す
ことで企業価値を向上できる⼈材

②社外取締役の関与︓社外取締役が第三者として後継者候補の評価を実施

③取締役会の関与︓取締役会の総意を得て、後継者候補を確定

3.後継者候補確定後の体制
①後継者候補は、⼀定期間の業務執⾏状況について、社外取締役を含めた
取締役会から評価を受ける

②後継者候補が社⻑就任後、冨安現社⻑が⼀定期間、会⻑としてバックアップ
を⾏う


